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   A case ofsyphilitic orchits with aortic aneurysm is presented. The patient was a 72-
year-old man who was diagnosed as having aortic aneurysm of thorax and abdomen by 
angiography.He visited our clinic with the complaint of swelling of the scrotal contents 
with tenderness after aneurysmectomy. Antibiotics were not effective against the swelling 
or tenderness, and right orchiectomy was performed. Histological diagnosis was syphilitic 
orchitis and aortitis. 


















嚢内容の腫脹 と疹痛が出現 し,同年9月3日 当科へ紹
介された,
初診時現症=右 陰嚢部は驚卵大に腫脹,発 赤 し,自
発痛,圧痛が著明.触 診上内容物は表面凹凸不正,弾
性 硬 で,睾 丸 副 睾 丸 は 一塊 とな り識 別 不 可 能で あ っ
た.泌 尿 器科 的 に 他 の 異 常 を認 め なか った.
初 診 時 検査 所 見 ・血 圧90/60mmHg,血 沈95mm
(1時間 値),血 液 所 見:WBC13,600/mm3,RBC
444xloヴmm3,血色 素12.59/d1,ヘマ トク リッ ト
37.3%,尿所 見;比 重1,019,pH6,蛋白(+),糖
(一),RBc1～2/F,wBc18～23/F,扁 平 上 皮
(+),円柱(一),結 晶(一),細 菌(一),血 液 化学;




(6十),梅毒 定 量 反 応:RPR1:4.TPHA1:3二 〇.
IVP:高 度 の腎 機 能低 下 を 示 す 以 外 特 に 上部 尿 路
に 形 態 的異 常 を認 め な か った(F;g.3).
経 過:以 上 の 所 見 よ り非 特 異 的 右 副睾 丸 炎 を 疑 い化
学療 法 を施 行 した.し か し化 学 療 法 に ほ とん ど反応 せ
ず 自潰 傾 向を 認 め た.臨 床 症 状 お よび梅 毒定 量 反 応 陽
性所 見 な どか ら梅 毒 性 睾丸 炎 の可 能 性 も考 慮 して9月
28日右 除睾 術 を施 行 した.
手 術 所 見:右 陰嚢 部 は 発赤 が 著 明 で,直 径 約2cm
の 自潰 部 を 認 め た.陰 嚢 内容 を 創 外 へ脱 転 し よ うとす
る も,睾 丸 ・副 睾丸 は一 塊 とな り皮 膚 と高 度に 癒 着 し
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コ レス テ ロー ル の針 状 結 晶 を認 め
B:エ ラス テ ィカ,ワ ンギ ー ソ ン染 色.
中膜 に 肉芽 な い し搬 痕 の形 成,弾 性 線 維 の断
裂,消 失 を 認 め る.
考 察




















毒第3期はTP感 染後2～5年 で皮膚のみでな く内
臓も冒され晩期梅毒 とも呼ばれる.第3期 梅毒疹は無
痛性,非 対称性,限 局性の皮疹で,顔 面 と四肢 に多
く,退行変性し新生細胞に吸収されるか,化 膿自潰 し














罹 患側に 関 しては高安 ら(1959)4)による と,
Rcclus(1881,1885)が45例中25例が両側性,Mar-























































る昨今,化膿,自 潰した り,搬痕を形成した りする場
合には梅毒性睾丸炎の可能性 も考慮すべきであろう.
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